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本日は愛知大学の国際中国学研究センター

の発足を記念いたしまして「21世紀の日中経

済関係のゆくえ」をテーマといたしまして講

演会を開催いたしましたところ、かくも多数

の方々のご出席を得まして主催者を代表して

大変厚くお礼を申し上げる次第であります。

来賓の方々もわざわざ足をお運びいただきま

して心より感謝を申し上げます。

本日の講演は本学からは加々美光行教授、

学外から、東海日中貿易センターの会長をお

務めになっている横井明豊田自動織機会長、

それに杜進拓殖大学教授にお願いをいたしま

した。お忙しい中、快くお引き受けいただき

まして厚くお礼を申し上げたいと思います。

どうもありがとうございます。

ご承知かと思いますけれども、昨年度より

文 部 科 学 省 は「21世 紀 COE（Center of

Excellence）プログラム」をスタートさせまし

た。このプログラムの目的は、世界最先端の

研究教育拠点をわが国の大学に構築すること

にあり、そのためにその形成を資金的にも重

点的に支援するものでありますが、そのプロ

グラムに愛知大学の国際中国学研究センター

の構想が採択されたということは、本学にとっ

て誠に名誉なことであります。

愛知大学は戦前、中国にございました東亜

同文書院大学の関係者が中心となりまして第

二次世界大戦敗戦直後に創立された大学であ

ります。前身校の伝統を受け継ぎまして、中

国に関する研究教育を重視してまいりました。

大学院に中国研究科、学部に現代中国学部を

もつ大学は他にはありません。この伝統と実

績が今回の国際中国学研究センターの採択に

あずかって力があったということはいうまで

もないと思っております。

今回の構想には３つの柱があります。一つ

は、中国に関する国際的な研究ネットワーク

を構築し、愛知大学がそのハブセンターとな

ることであります。二つは、５つの国際的研

究会および国際シンポジウムを組織して高い

レベルでの学問的交流と対話を成立させるこ

とであります。三つは大学院に海外合作コー

スを設けるなど、大学院教育の国際化を通し

て優れた若い人材を養成することであります。

この構想を実現することは、愛知大学の中

国についてのこれまでの研究教育の伝統をさ

開 会 挨 拶

武田信照
〈愛知大学長〉



2

らに発展させるというにとどまらず、日中関

係の将来にとって有益な役割を果たしうるも

のと、固く信じて疑わないものであります。

本日は、中国をめぐるさまざまな課題のう

ち、これからの日中経済関係に焦点をあてま

す。日中経済関係が、長期的には緊密さと重

要性を増していくことは確実でありますけれ

ども、SARS による思わぬ影響に象徴される

ように、現実は手放しの楽観を許すほど単純

ではありません。そこにどんな問題が伏在す

るのか、またどんな展望を描くことができる

のか、こうした諸問題を探る上で、本日の記

念講演会から有益な示唆が得られることを期

待して、私の挨拶とさせていただきます。ど

うもありがとうございました。


